
法　人　名　等

被虐待児童の受入れ割合
重度障害者（障害支援区分
５・６）の受入れ割合

短期入所の受入れ延べ人数
児童養護施設卒園児童の進
路決定率

児童養護施設卒園児童の大
学等進学率

正規職員の定着率（定年除く）
自主経営施設における利用
率の維持

【令和４年度目標】
８０．０％以上

【令和５年度目標】
８０．０％以上

【令和６年度目標】
８０．０％以上

【令和４年度目標】
９０．０％以上

【令和５年度目標】
９０．０％以上

【令和６年度目標】
９０．０％以上

【令和４年度目標】
１２,０００人以上

【令和５年度目標】
１２,０００人以上

【令和６年度目標】
１２,０００人以上

【令和４年度目標】
１００％

【令和５年度目標】
１００％

【令和６年度目標】
１００％

【令和４年度目標】
３５％

【令和５年度目標】
３５％

【令和６年度目標】
３５％

※３年平均

【令和４年度目標】
９５．０％以上

【令和５年度目標】
９５．０％以上

【令和６年度目標】
９５．０％以上

※３年平均

【令和４年度目標】
９０．０％以上

【令和５年度目標】
９０．０％以上

【令和６年度目標】
９０．０％以上

法人による自己評価

　当法人では、これまで培って
きた専門性の高い支援技術を
生かし、虐待経験等があり心
理的に手厚いケアが必要な児
童を高い水準で受け入れた。
　引き続き、県内の児童福祉
に係るセーフティネットとして
の役割を積極的に果たしてい
く。

　当法人では、他の民間施設
では対応が難しい強度行動障
害や重複障害のある利用者、
医療的ケアの必要な利用者
等を関係機関との連携のもと
に積極的に受け入れ、専門的
支援や医療を提供した。
　引き続き、県内の障害福祉
に係るセーフティネットとして
の役割を積極的に果たしてい
く。

　当法人では、地域共生社会
の実現に向け、施設機能を生
かし、在宅障害者の施設体験
利用や介護者の休息等、施設
の一時的な利用ニーズに的確
に対応するため、近隣市町村
とも連携を図り、短期入所を
積極的に受け入れた。
　令和４年度は新型コロナウ
イルス感染拡大防止の観点
から新規の受入れを抑制した
ため目標値を下回る結果と
なった。
　令和５年５月８日から国の新
型コロナウイルス感染症の位
置づけが５類感染症に変更さ
れたことから、当法人としても
基本的感染対策を継続しつ
つ、短期入所の受入れに積極
的に取り組み、在宅福祉の向
上に寄与し地域に開かれた施
設運営を行っていく。

　当法人では、児童が施設を
退所後に自立した安定した生
活を送るためには、就職や進
学先の決定が必須であること
から、入所中に自立支援事業
として、個々の進路決定に向
けた重点的な取組を行ってき
た。
　取組開始前の平成２１年度
に８２．６％であった進路決定
率は、平成２５年度から１０年
連続で１００％を達成してい
る。

　当法人では、経済的な理由
で進学をあきらめることのない
よう、平成２８年度から進学を
希望する児童等への経済支
援制度を設け取り組んでい
る。令和４年度までに延べ２１
人がこの制度を利用して大学
等に進学した。
　今後も進学を希望する児童
に対する支援を継続していくと
ともに、小学生の段階から学
習習慣を身に着け、将来の選
択肢が広がるよう取組を強化
していく。

　当法人では、質の高い人材
を計画的に確保するとともに、
体系的かつ専門的な研修や
資格取得の支援等により人材
の育成を進め、正規職員の定
着率の向上を図った。
　引き続き、人材確保のため
の広報の充実や実習生等を
積極的に受け入れるととも
に、職員研修の充実や自己啓
発支援を推進し、誰もが働き
やすい職場環境づくりを進め
ていく。

　当法人では、事業の継続や
サービス向上に必要な財源を
安定的に確保するため、自主
経営施設における利用率９
０％以上を維持した。
　引き続き、安定した経営基
盤を維持していくとともに、経
営の透明性を確保し、継続的
な業務改善を進めていく。

中期経営計画における経営目標・経営指標の進捗状況

目標の内容・実績

【法人名】

社会福祉法人
埼玉県社会福祉事業団

目標

各年度の実績

【令和４年度実績】
８３．２％

【令和４年度実績】
９３．８％

【令和４年度実績】
６，４５１人

【令和４年度実績】
１００％（１３人/１３人）

【令和４年度実績】
９６．６％

【令和４年度実績】
９１．９％

【中期経営計画の期間】

令和４年度～令和６年度

【令和４年度実績】
３０．８％（４人/１３人）


